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表 29．高等専門学校及び技術科学大学図書館情報シンポジウム，および，        


































































れた 1960 年代から，2018（平成 30）年までを対象として考察する（高専制度五十年史製
作ワーキンググループ編，2012，p.105）。 











































































関連資料，11．今後の方向性・展望。   
 2015（平成 27）年 9 月 14 日（月）に，茨城工業高等専門学校学術総合情報センターを
訪問した。１時間 50 分にわたって調査を行ない，２名の職員に高専図書館の実態につい
てお話を伺い，図書館内の見学をさせていただいた。 
 2015（平成 27）年 10 月 30 日（金）に，長岡工業高等専門学校図書館を訪問した。２
時間 10分にわたって調査を行ない，２名の職員に高専図書館の実態についてお話を伺い，
図書館内の見学をさせていただいた。 
 2015（平成 27）年 11 月 27 日（金）に，小山工業高等専門学校図書情報センターを訪
問した。２時間 20 分にわたって調査を行ない，２名の職員に高専図書館の実態について
お話を伺い，図書館内の見学をさせていただいた。 
 2016（平成 28）年 11 月７日（月）に，福島工業高等専門学校図書館を訪問した。１時
間 30 分にわたって調査を行ない，３名の職員に高専図書館の実態についてお話を伺い，
図書館内の見学をさせていただいた。 

























 2016（平成 28）年９月 29 日（木）に，長岡技術科学大学附属図書館を訪問した。２時
間 30 分にわたって調査を行ない，４名の職員に高専図書館に対する支援についてお話を
伺い，図書館内の見学をさせていただいた。 











国の国公私立合わせて 57 校 62 施設にある高専図書館に対して，質問紙による悉皆調査を



















































































































2018（平成 30）年 11 月現在，高専は，国立 51 校，公立３校，私立３校の計 57 校が設
置されている。 
2018（平成 30）年度の国立高等専門学校（51 校（55 キャンパス））の統計によれば，
本科の学科数は 185 学科，入学定員 9,360 人，在学生数 48,509 人である。一方，専攻科
は 105 専攻，入学定員 1,118 人，在学生数 2,995 人であった（国立高等専門学校機構，2018）
（表１参照）。  
本科の分野別学科数は，電気・電子系 37，機械系・材料系 48，情報系 29，建設系・建







表１．国立高等専門学校の学校数，学科数，入学定員等（平成 30 年度） 
 学校数 学科数 入学定員 在学生数 
本科 51 校 185 学科 9,360 人 48,509 人 
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 2015（平成 27）年度の国立高等専門学校の統計によれば，本科卒業生（8,706 人）の進





 2015（平成 27）年度の専攻科修了生（1,444 人）の進路は，就職 906 人（62.7％），進
学 504 人（34.9％），その他 34 人（2.4％）であった（国立高等専門学校機構，2017a）（国
立高等専門学校機構，2017b）（表４参照）。 
 
表３．国立高等専門学校の本科卒業生の進路（平成 27 年度） 
  就職 大学進学 専攻科進学 その他 
人数（人） 5,012 2,113 1,368 213 
卒業者全体 
に占める比率 









表４．国立高等専門学校の専攻科修了生の進路（平成 27 年度） 
  就職 進学 その他 
人数（人） 906 504 34 
修了者全体 
に占める比率 
62.7% 34.9% 2.4% 
出典：国立高等専門学校機構．“就職”独立行政法人国立高等専門学校機構．2017-08-09．
http://www.kosen-k.go.jp/pdf/gaiyo_H28-syusyoku.pdf，（2018-7-7）．,国立高等専
























































 1962（昭和 37）年に学生を受け入れるための制度的道筋が整い，国公私立合わせて 19































高専第１期校が初めて完成学年を迎えた 1966（昭和 41）年に，国立高専第１期校の 12
校にそれぞれ 1 学科が追加された。その後 1967（昭和 42）年度に６校，1968（昭和 43）










































































































































































出典：日本図書館協会図書館調査事業委員会編．日本の図書館 1966-2017 ．計 51 冊． 
図２．高等専門学校図書館資料費の平均値 
 































出典：日本図書館協会図書館調査事業委員会編．日本の図書館 1971-2002 ．計 31 冊. 
図５．高等専門学校図書館の和雑誌受入種数の平均値 
 










出典：日本図書館協会図書館調査事業委員会編．日本の図書館 1971-2017．計 46 冊. 
図６．高等専門学校図書館の洋雑誌受入種数の平均値 
 


















年度 高専数 合計蔵書冊数 平均蔵書冊数 
1965 54 321,072 5,946 
1966 54 531,786 9,848 
1967 60 626,696 10,445 
1968 60 700,081 11,668 
1969 60 894,407 14,907 
1970 60 948,056 15,801 
1971 63 1,094,716 17,376 
1972 63 
  
1973 63 1,414,832 22,458 
1974 65 1,556,241 23,942 
1975 65 1,815,000 27,923 
1976 65 1,945,000 29,923 
1977 65 2,099,000 32,292 
1978 64 2,239,000 34,984 
1979 62 2,480,000 40,000 
1980 62 2,560,000 41,290 
1981 62 2,579,000 41,597 
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1982 62 2,928,000 47,226 
1983 62 3,061,000 49,371 
1984 62 3,078,000 49,645 
1985 62 3,250,000 52,419 
1986 62 3,399,000 54,823 
1987 62 3,528,000 56,903 
1988 62 3,590,000 57,903 
1989 62 3,683,000 59,403 
1990 62 3,786,000 61,065 
1991 63 3,878,000 61,556 
1992 62 3,993,000 64,403 
1993 62 4,092,000 66,000 
1994 62 4,164,000 67,161 
1995 62 4,234,000 68,290 
1996 62 4,313,000 69,565 
1997 62 4,334,000 69,903 
1998 62 4,427,000 71,403 
1999 62 4,444,000 71,677 
2000 62 4,358,000 70,290 
2001 62 4,410,000 71,129 
2002 63 4,381,413 69,546 
2003 63 4,421,086 70,176 
2004 63 4,442,220 70,511 
2005 63 4,398,200 69,813 
2006 62 4,588,954 74,015 
2007 62 4,811,238 77,601 
2008 62 4,771,637 76,962 
2009 62 4,908,325 79,167 
2010 58 5,040,516 86,905 
2011 57 4,936,946 86,613 
2012 57 4,823,326 84,620 
2013 57 4,898,000 85,930 
2014 57 4,963,000 87,070 
2015 57 5,063,000 88,825 
2016 57 5,105,000 89,561 
出典：日本図書館協会図書館調査事業委員会編．日本の図書館 1966-2017．計 51 冊． 
 

























































 高専が設置され始めた 1962（昭和 37）年当時，高専図書館は高等専門学校設置基準の





































イ．図書館関係 500 ㎡ 
   閲覧室席 100～150 席（180 ㎡），教官用の閲覧席は特に設けない。 




ロ．学生指導関係 50 ㎡ 
カウンセリング室 （30 ㎡） 
学生指導室 （20 ㎡） 
ハ．共用 550 ㎡ 
視聴覚室（100 名収容） （150 ㎡） 
大ゼミナール室（１室） （100 ㎡） 
小ゼミナール室（25 ㎡×４室）（100 ㎡） 
談話室（展示スペース，新聞閲覧コーナー，喫茶コーナーなどを含む） （200 ㎡） 
二．管理施設（倉庫や機械室，便所など） 100 ㎡ 

















































































３．４ 高専図書館の電子化：NACSIS への接続（1991－1997） 










接続している高専は 30 校，そのうち蔵書登録されているのが 24 校であったと記されてい






































た。このコンソーシアムに 1999（平成 11）年当時，10 高専と豊橋技科大が参加していた。
2000（平成 12）年には，学術雑誌データベース ProQuest も長岡技科大と８高専で共同購

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1990 年代中盤から後半にかけては，学内 LAN の導入やネットワークの発展にともなっ
て，高専同士の相互協力による高専特有の資料の整備に関する検討が行なわれた。また，
学術情報センターとの連携・協力による NACSIS-CAT や NACSIS-ILL を利用した，図書
館未所蔵文献へのアクセス，電子ジャーナル導入の検討もなされた。 































































































































































29）年２月 22 日から３月 17 日までとし，３月 26 日には葉書による「お礼と回答のお願






















図書館の属性   
 問１.図書館名 問２．職員数・形態別職員数 問３．業務委託の有無 
図書館のサービス   
 問 4．提供サービス   
  Q1～10 資料提供サービス Q11～25 蔵書構築 Q26～33 環境整備 
  Q34～53 情報提供サービス Q54～62 外部との協力 Q63～65 学内との協力 
  Q66～72 広報 Q73～78 イベントの開催 Q79～89 その他 
 問５．最も力を入れているサービス 問６．問５以外に力を入れているサービス  
 問７．課題の多いサービス 問８．今後取り組みたいサービス  
 問９．参加研修会・勉強会名 問 10．参加協議会名  
 問 11．連携図書館 問 12．連携内容  
 問 13．学生図書委員会の役割   
図書館サービスの詳細    
 問 14．高専図書館の特徴 問 15．高専図書館の難点  












図書係員（派遣）  1 
図書館長  1 
企画連携事務室企画係  1 
教育支援課員  1 
企画広報室企画・広報グループ員  1 
学校所属名のみの記載  1 
無回答  5 
 
回答館の設置主体 
 回答館の設置主体は国立が 43 館，公立が３館，私立が２館である。設置主体別に見た









は 234 人であり，１館あたりの平均人数は 4.9 人である。また，雇用形態別に見ると，常
勤職員が 83 人（35.6％），非常勤職員数が 150 人（64.4%）であり，非常勤職員が職員の
半数以上を占めている。また，１館あたりの平均で見ると常勤が 1.7 人，非常勤が 3.1 人
となっている。司書資格の有無で見た場合，司書資格を持つ職員数は 70 人（30.0%），司
書資格を持たない職員数は 163 人（70.0％）となっている。１館あたりの平均で見ると司
書資格を持つ職員数が 1.5 人，司書資格を持たない職員数が 3.4 人となっている。 
 
表８．職員数と雇用形態，司書資格の有無（n=48） 
特性  合計 平均 標準偏差 中央値
全体の職員数  234 4.9 3.1 4 
雇用形態      
 常勤職員  83 1.7  0.9  2 
 非常勤職員 150 3.1  3.1  2 
合計  233    
司書資格の有無      
 司書資格有  70 1.5  1.0  1 
 司書資格無 163 3.4  3.1  2 































資料提供サービス    
   館内での閲覧 48 48 100.0 
   館外利用のための貸出 48 47 97.9 
   資料の予約サービス 48 47 97.9 
   相互貸借などによる現物の入手と提供 47 46 97.9 
   相互貸借などによる複製物の入手と提供 47 46 97.9 
   新着資料の提示 48 46 95.8 
   依頼に応じた複製物作成と送達 47 27 57.4 
   指定図書制度（授業用資料の管理運用） 48 24 50.0 
   利用者自身が複写できる機器（コピー機など）の設置 48 17 35.4 
   利用者の手元への資料の送付 48  8 16.7 
蔵書構築    
   学生の図書リクエスト 48 48 100.0 
   高専生の教養育成に関わる一般書 48 48 100.0 
   高専の専門教科に関わる学習書 48 48 100.0 
   高専の一般教科に関わる学習書 48 48 100.0 
   高専の研究に関わる専門書 48 48 100.0 
   視聴覚資料 48 48 100.0 
   英語多読資料 48 48 100.0 
   授業に関連した資料 48 47 97.9 
   DVD など映像資料 48 47 97.9 
   CD など音声資料 48 45 93.8 
   特定のテーマに沿った資料を集めたコーナーの設置 48 45 93.8 
   教員の図書リクエスト 48 44 91.7 
   ブックハンティングの実施 48 41 85.4 
   留学生を対象とした資料 47 37 78.7 
   雑誌に関するリクエスト 48 31 64.6 
環境整備    
   ネットワーク環境の提供 47 46 97.9 
   映像資料を利用するための機器とスペース 48 43 89.6 
   学生が利用することのできる PC など電子機器の提供 48 39 81.3 
   音声資料を利用するための機器とスペース 48 38 79.2 
   
個人が集中して読書などに取り組める仕切りつき 
のスペース 
48 35 72.9 
   グループ学習環境の提供 48 27 56.3 
   飲食などが可能な学習スペース 47 15 31.9 
   ラーニング・コモンズの設置 48 14 29.2 
情報提供サービス    
 レファレンスサービス    
  利用案内    
   施設の利用案内 48 45 93.8 
   資料の利用案内 48 45 93.8 
   図書館オリエンテーション（本科生） 48 45 93.8 
75 
 
   学外者向けの利用案内 48 42 87.5 
   情報・文献探索法の指導 48 35 72.9 
   卒業研究に向けた高学年への文献探索指導 47 18 38.3 
   図書館オリエンテーション（留学生） 48 14 29.2 
   図書館オリエンテーション（専攻科生） 48  7 14.6 
  情報提供    
   図書館利用に関するパンフレット作成 48 39 81.3 
   情報源の所在箇所の指示 48 33 68.8 
   情報源の提供や提示 47 31 66.0 
   情報自体の提供 48 30 62.5 
   レフェラルサービス 46 15 32.6 
   二次資料の作成と提供 48  9 18.8 
 文献探索    
   オンラインデータベース検索設備の提供 48 45 93.8 
   文献調査 48 35 72.9 
   代行検索 48 20 41.7 
   CD-ROM 検索設備の提供 48 11 22.9 
 カレントアウェアネス    
   コンテンツシートサービス 47  2 4.3 
   SDI 47  1 2.1 
外部との協力    
 研修参加    
   研修会への参加 48 35 72.9 
   勉強会への参加 48 23 47.9 
 協議会参加    
   地方で開かれる協議会への参加 48 38 79.2 
   全国で開かれる協議会への参加 48 30 62.5 
 地域連携    
   NACSIS への接続 48 45 93.8 
   電子ジャーナルコンソーシアムへの参加 48 43 89.6 
   大学図書館との連携 47 31 66.0 
   公共図書館との連携 47 26 55.3 
   学校図書館との連携 48  8 16.7 
学内との協力    
   図書館を利用した授業の実施 48 38 79.2 
   図書館職員と教員が協力した授業の実施 48 10 20.8 
   図書館職員と教員が協力した学外向け公開講座の実施 48  6 12.5 
広報    
   掲示物による広報 46 42 91.3 
   学内向けの広報 48 43 89.6 
   Web ページによる広報 48 43 89.6 
   学外向けの広報 48 28 58.3 
   図書館作成の図書館だより 48 27 56.3 
   学生作成の図書館だより 48 10 20.8 
   メーリングリストによる広報 48  5 10.4 
イベントの開催    
   その時々のテーマに沿った図書の展示 48 38 79.2 
76 
 
   読書感想文コンクール 48 22 45.8 
   古本市 48 18 37.5 
   読書マラソン 47  6 12.8 
   読書週間 48  5 10.4 
   読書会 48  3 6.3 
その他    
   図書館の地域公開（開放） 48 44 91.7 
   夜間開館 48 43 89.6 
   学内紀要の管理 48 41 85.4 
   学内紀要の作成 48 32 66.7 
   休日開館 48 31 64.6 
   学生による図書委員会の活動 48 23 47.9 
   図書館に関するアンケート調査 48 21 43.8 
   読書相談 48 15 31.3 
   データベースの作成と提供 48 10 20.8 
   出版の支援 48  1 2.1 































































































協議会名 回答館数（館） 比率（％） 
高等専門学校及び技術科学大学図書館情報交流集会 39 81.3 





地区の高専図書館協議会  9 
県内の図書館協議会  4 
 
参加研修会・勉強会 











表 12．参加講習会，研修会名 (n=33,３つまで自由回答) 
研修会名  回答館数（館） 
全国規模の講習会，研修会 
 図書館等職員著作権実務講習会（文化庁主催） 11 
 高専及び長岡技術科学大学図書館情報交流集会  4 
 著作権セミナー  3 
 J-STAGE 利用セミナー（JST 主催）  2 
 国立情報学研究所セルフラーニング  1 
 国立情報学研究所機関リポジトリ新任担当者研修  1 
 高専機構等で毎年開催する研修会  1 
 国立情報学研究所主催 JAIROCloud 講習会  1 
 NII 研修  1 
 図書館総合展内の講演  1 
 国会図書館遠隔研修  1 
地区規模の講習会，研修会 
 地区高等教育機関図書館協議会  2 
 地区図書館向け講習会  2 
 地区大学図書館向け講習会  2 
県規模の講習会，研修会 
 県内大学図書館向け講習会  5 
 県内図書館向け講習会  4 
 県内高等教育機関向け講習会  1 
その他規模の不明なもの 
 派遣会社主催：リーダー研修会  1 
 目録システム講習会  1 
 大学図書館職員短期研修  1 
 学術情報リテラシー教育担当者研修  1 













 相互協力対象の館種は，表 13 のとおり。なお，技術科学大学を別枠として集計してい
るが，技術科学大学が高専の卒業生を受け入れることを目的とした大学であり，図書館も
他の大学図書館とは異なる協力の形態を持つためである。相互協力対象の図書館種として










学校図書館  2 
長岡技術科学大学図書館  2 
高専図書館  1 
地区協議会の図書館  1 
しんせいほんの森  1 
グループの図書館（公立高専）  1 
 








相互協力の内容 回答館数（館） 比率（％） 
図書の相互貸借 27 77.1 
横断検索 15 42.9 




































専図書館中 10 館が挙げている。 
 
表 17．学生図書委員の活動（n=25） 
学生図書委員の役割 回答館数（館） 比率（％） 
図書館に関するイベントの運営 13 52.0 
学生の要望の把握 12 48.0 
図書館だよりの作成  9 36.0 





活動なし  1 
文化祭の展示  1 
選書したものに POP 作成  1 
キャンパスクリーン  1 
学園祭出展  1 
選定  1 
古本市  1 


















表 19．最も重要視するサービス（n=39，問４の Q1～Q89 から１つのみ選択） 
サービス内容 回答館数（館） 全体に対する比率（％） 
高専の専門教科に関わる学習書 8 20.5 
ブックハンティングの実施 4 10.3 
館内での閲覧 3 7.7 
学生の図書リクエスト 3 7.7 
館外利用のための貸出 2 5.1 
特定のテーマに沿った資料を集めたコーナーの設置 2 5.1 
グループ学習環境の提供 2 5.1 
図書館オリエンテーション（本科生） 2 5.1 
読書マラソン 2 5.1 
高専生の教養育成に関わる一般書 1 2.6 
高専の一般教科に関わる学習書 1 2.6 
英語多読資料 1 2.6 
留学生を対象とした資料 1 2.6 
ラーニング・コモンズの設置 1 2.6 
卒業研究に向けた高学年への文献探索指導 1 2.6 
情報自体の提供 1 2.6 
公共図書館との連携 1 2.6 
大学図書館との連携 1 2.6 
読書感想文コンクール 1 2.6 




































































 また，重要視するサービスを４項目という形で集計を行なった結果は，表 21 のとおり。
この場合，「高専の専門教科に関わる学習書」を 15 館が挙げており最も多い。その他「ブ
ックハンティングの実施」（11 館），「英語多読資料」（10 館）が多く挙げられている。 
 





館内での閲覧  8 
学生の図書リクエスト  8 
高専生の教養育成に関わる一般書  7 
図書館オリエンテーション（本科生）  7 
その時々のテーマに沿った図書の展示  7 
高専の研究に関わる専門書  6 
館外利用のための貸出  5 
新着資料の提示  5 
特定のテーマに沿った資料を集めたコーナーの設置  5 
ラーニング・コモンズの設置  5 
学内紀要の作成  5 
高専の一般教科に関わる学習書  4 
読書感想文コンクール  4  
教員の図書リクエスト  3 
グループ学習環境の提供  3 
学生が利用することの出来る PC など電子機器の提供  3 
卒業研究に向けた高学年への文献探索指導  3 
学内向けの広報  3 
図書館作成の図書館だより  3 
相互貸借などによる複製物の入手と提供  2 
メーリングリストによる広報  2 
掲示物による広報  2 
読書マラソン  2  
データベースの作成と提供  2 
図書館の地域公開（開放）  2 
相互貸借などによる現物の入手と提供  1 
資料の予約サービス  1  
指定図書制度（授業用資料の管理運用）  1 
留学生を対象とした資料  1  
授業に関連した資料  1 
資料の利用案内  1 
情報・文献探索法の指導  1 
情報自体の提供  1 
情報源の所在箇所の指示  1 
公共図書館との連携  1 
大学図書館との連携  1 
学外向けの広報  1  
古本市  1 
夜間開館  1 

























DVD など映像資料 1 
ブックハンティングの実施 1 















































































高専図書館の特徴 回答館数（館） 比率（％） 
利用対象者が明確であり，対象に特化した運営を行なうことができる点 33 68.8 
専門書を多く取り入れている点 31 64.6 
小回りの聞く運営を行なうことが出来る点 25 52.1 
学生が早期に専門書への接触を図ることが出来る点 25 52.1 
学習のための機能と研究のための機能を兼ね備えている点 20 41.7 
 
































回答   回答館数（件） 
建物設備  
 老朽化対策 4 
 設備の不足  2 
 配架スペースの狭隘化  3 
予算   4 
職員   
 職員の専門性  3 
 人員の入れ替え  4 
利用者    
 利用者の限定 3 
 利用者の減少 2 
 学生の延滞 1 
サービス   
 ラーニング・コモンズ 4 
 広報 2 
 その他サービス   
  予算及び人員の削減に起因する学生サービスの質の低下 1 
  文献検索を中心とした講習会開催 1 
  資料の処分方法の明確化 1 
  図書委員会活動の補助 1 
  飲料の持ち込み緩和 1 
































回答   回答館数（件） 
図書館のあり方  
 憩いの場 2 
 学習と研究の場 3 
図書館の体制  
 人員の制約  3 
 図書館間の協力 4 
 業務委託 2 
利用者のニーズの把握 5 
新たなサービスの導入  
 ラーニング・コモンズ，アクティブラーニング 8 
 電子ジャーナル 2 
 その他のサービス  
  Web サービスの向上 1 



















































































































































































































































る支援に関連する事柄を年表にまとめたものは表 28 の通り。 
 
表 28．高専図書館に対する支援の年表 















    
1980 附属図書館新営   








1986   学術情報センター設置   















山高専が NACSIS-IR を導入 
  
























































    






















    





















 表 28 を見ると，初めに高専図書館に対する支援を開始したのは 1978（昭和 53）年に外
国雑誌コンテンツシートサービスを提供した長岡技科大図書館であり，次いで NII の提供































































館主導の元，1999（平成 11）年より，エルゼビア社の IDEAL を長岡技科大図書館，豊橋
技科大図書館，および，10 校の高専図書館でコンソーシアム契約し，共同での利用を開始
した（宮本，2000，p.75）。IDEAL を皮切りに，2000（平成 12）年には Proquest，200
2（平成 14）年には ACS と AIP／APS，2003（平成 15）年度には ScienceDirect，2004
































また，システムの更新によって，Webcat や Amazon 等の検索が，技科大図書館・全高専
所蔵図書の検索と同環境で行なえるようになる等，OPAC の多機能化が進んだほか，図書
情報のブックマーク，文献複写依頼，貸出状況の確認等が行なえる My Library 機能が使
えるようになった（長岡技術科学大学附属図書館編，2011）。2017（平成 29）年には図書





























































































































































ELS），および，CiNIIBooks（旧 NACSIS Webcat），全国の大学図書館 1,000 館や国立





































































































 図書館システムの提供は，1990 年代には NII（当時 NACSIS)の提供する NACSIS-CA















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































會澤俊作．1993.6．“第１編 図書館概況’92 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1993．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.83-84． 
赤池芳彦．1994.6．“第１編 図書館概況’93 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1994．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.77-78． 




































































軽部昭夫．1999.6．“第１編 図書館概況’98 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1999．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.75-76． 



































宮本止戈雄．2000.6．“第１編 図書館概況’99 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 2000．
日本図書館協会図書館年鑑編委員会．東京，日本図書館協会，p.75-76． 














NEC Corporation,2015-09-29,"導入事例：長岡技術科学大学様". NEC Corporation．ht
tps://jpn.nec.com/case/nagaokaut/index.html，（参照 2018-04-24）． 
［長岡技術科学大学］開学 30 周年記念事業出版事業部会編．2006.10．技学の躍動：長岡
技術科学大学 30 年のあゆみと今．長岡技術科学大学，388p． 
［長岡技術科学大学］開学 40 周年記念事業実行委員会編．2016.10．長岡技術科学大学開
学 40 周年記念誌．［長岡］，長岡技術科学大学，51p． 
長岡技術科学大学 高専連携室．2018-04-23．"長岡技術科学大学 高専連携室"．独立行政
法人国立高等専門学校．http://www.nagaokaut.ac.jp/j/kosen/，（参照 2018-04-24）．  
長岡技術科学大学附属図書館編,2011-11-30,"Library Current News No238 ".長岡技術
科学大学附属図書館．http://lib.nagaokaut.ac.jp/LCN/LCN238.pdf，（参照 2018-06-24）． 
長岡技術科学大学附属図書館編．2012.3．長岡技術科学大学図書館高専連携．［長岡］，長







学大学附属図書館．http://lib.nagaokaut.ac.jp/，（参照 2018-04-24）．  
長岡技術科学大学附属図書館．2018-04-24c．"長岡技科大・高専統合図書館システム E-C
onanOPAC"．長岡技術科学大学附属図書館．https://libopac3-u.nagaokaut.ac.jp/opac/
opac_search/?kscode=000，（参照 2018-04-24）．  
長岡技術科学大学附属図書館職員４名．2016.9．筆者による訪問調査．（2016 年９月 29










































































橘川五郎．2010 .7b．“第１編 図書館概況’09 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 2010．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.75-76． 






津田滉．1985.6．“第１編 図書館概況‘84 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1985．日
本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.74-75． 
津田滉．1988.7a．高専図書館最近の動き．JLA 短大図書館部会報．no.7，p.5． 
津田滉．1988.8 b．“第１編 図書館概況‘87 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1988．日
本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.80-81． 
津田滉．1989.8．“第１編 図書館概況‘88 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1989．日
本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.81-82． 
津田滉．1990.9．“第１編 図書館概況’89 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1990．日
本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.82-83． 




























































日本図書館協会編．1967.5．日本の図書館 : 統計と名簿 1966．東京，日本図書館協会，175p． 
 
［1968 年］ 
日本図書館協会編．1968.5．日本の図書館 : 統計と名簿 1967．東京，日本図書館協会，169p. 
 
［1969 年］ 
日本図書館協会編．1969.6．日本の図書館 : 統計と名簿 1968．東京，日本図書館協会，172p 
 
［1970 年］ 










































談社，p. 152. ＊ 


































































橋本正己．1982.5．“第３編 統計 高等専門学校”．図書館年鑑 1982．日本図書館協会図
書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.482． 


















佐々木明彦.1984.5．“第１編 記録 館種別にみた 1983 年の図書館概況：高等専門学校図
書館”．図書館年鑑 1984．日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館
協会，p.185-186． ＊ 







日本図書館協会図書館調査委員会編．1984.10．日本の図書館 : 統計と名簿 1984．東京，
日本図書館協会，340p． 
 
［1985 年］  
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．1985.6．図書館年鑑 1985．東京，日本図書館
協会，624p． 






















践と創造：長岡技術科学大学 10 年史．長岡市，長岡技術科学大学，viii,316p． 





















津田滉．1988.7a．高専図書館最近の動き．JLA 短大図書館部会報．no.7，p.5． ＊ 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．1988.8．図書館年鑑 1988．東京，日本図書館
協会，734p． 
津田滉．1988.8b．“第１編 図書館概況‘87 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1988．日
本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.80-81． ＊ 












津田滉．1989.8．“第１編 図書館概況‘88 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1989．日
本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.81-82． ＊ 
















寺崎昌男．1990.7. “高等教育”.新教育学大事典第３巻．第一法規出版， p. 146-151． 
佐々木亨．1990.7a． “高等専門学校”.新教育学大事典第３巻．第一法規出版，細谷俊夫ほ
か編，p. 159-160． ＊ 




津田滉．1990.9．“第１編 図書館概況’89 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1990．日
本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.82-83． ＊ 
安達勉．1990.9．“第３編 図書館統計・資料’89 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1990．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.278． 






津田滉．1991.7．“第１編 図書館概況’90 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1991．日
本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.83-84． ＊ 
安達勉．1991.7．“第３編 図書館統計・資料’90 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1991．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.297-298． 








赤池芳彦．1992.6．“第１編 図書館概況’91 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1991．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.81-82．＊ 
安達勉．1992.6．“第２編 図書館統計・資料’91 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1992．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.251-252． 













會澤俊作．1993.6．“第１編 図書館概況’92 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1993．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.83-84．＊ 

















赤池芳彦．1994.6．“第１編 図書館概況’93 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1994．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.77-78． ＊ 
安達勉．1994.6b．“第２編 図書館統計・資料’93 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1994．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.250． 















赤池芳彦．1995.6．“第１編 図書館概況’94 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1995．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.77． ＊ 
安達勉．1995.6．“第２編 図書館統計・資料’94 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1995．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.248． 

















小林美寿鶴．1996.7．“第１編 図書館概況’95 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 1996．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.77-78． ＊ 








































































































































より．東京都立航空工業高等専門学校 平成 12 年度研究紀要．no.38，p.173-176． 









 p． ＊ 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2002.7．図書館年鑑 2002．東京，日本図書館
協会，805p． 








































日本図書館協会図書館調査事業委員会編．2004.3a．日本の図書館 : 統計と名簿 2003．東
京，日本図書館協会，543p． 
「高専図書館懇談会会報」編集事務局編．2004.6b．高専懇談会会報第 36 号．大和郡山（奈
良県）， 奈良工業高等専門学校図書館内 清水美代，14p． 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2004.7．図書館年鑑 2004．東京，日本図書館
協会，690p． 
岩谷隆史．2004.7．“第１編 図書館概況’03 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 2004．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.75-76． ＊ 
「高専図書館懇談会会報」編集事務局編．2004.9c．高専懇談会会報第 37 号．大和郡山（奈
良県）， 奈良工業高等専門学校図書館内 清水美代，6p． 
日本図書館協会図書館調査事業委員会編．2004.12b．日本の図書館 : 統計と名簿 2004．
東京，日本図書館協会，569p． 
「高専図書館懇談会会報」編集事務局編．2004.12d．高専懇談会会報第 38 号．大和郡山










jp/information/jigyohokokusho.pdf,  (参照 2017-09-24). 
「高専図書館懇談会会報」編集事務局編．2005.7b．高専懇談会会報情報交換会臨時号．
大和郡山（奈良県）， 奈良工業高等専門学校図書館内 清水美代，4p． 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2005.7．図書館年鑑 2005．東京，日本図書館
協会，697p． 
長谷川隆．2005.7．“第１編 図書館概況’04 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 2005．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.75-76．＊ 
「高専図書館懇談会会報」編集事務局編．2005.9c．高専懇談会会報第 40 号．大和郡山（奈
良県）， 奈良工業高等専門学校図書館内 清水美代，12p． 
「高専図書館懇談会会報」編集事務局編．2005.12d．高専懇談会会報第 41 号．大和郡山









良県）， 奈良工業高等専門学校図書館内 清水美代，6p． 
「高専図書館懇談会会報」編集事務局編．2006.6b．高専懇談会会報第 43 号．大和郡山（奈
良県）， 奈良工業高等専門学校図書館内 清水美代，6p． 
独立行政法人国立高等専門学校機構編．2006.6．平成 17 年度独立行政法人国立高等専門
学校機構事業報告書．独立行政法人国立高等専門学校機構．123p，http://www.kosen-k.
go.jp/information/H17jigyohokokusho.pdf,  (参照 2017-09-24). 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2006.7．図書館年鑑 2006．東京，日本図書館
協会，726p． 
勝山昭夫．2006.7b．“第１編 図書館概況’05 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 2006．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.75-76． ＊ 
「高専図書館懇談会会報」編集事務局編．2006.9c．高専懇談会会報第 44 号．大和郡山（奈
良県）， 奈良工業高等専門学校図書館内 清水美代，6p． 
［長岡技術科学大学］開学 30 周年記念事業出版事業部会編．2006.10．技学の躍動：長岡
技術科学大学 30 年のあゆみと今．長岡技術科学大学，388p． ＊ 
佐々木章太．2006.10．なぜ高専の就職率は「100%」なの？．東京，文芸社，197p．＊ 
「高専図書館懇談会会報」編集事務局編．2006.12d．高専懇談会会報第 45 号．大和郡山
























18jigyohokokusho2.pdf,  (参照 2017-09-24)． 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2007.7．図書館年鑑 2007．東京，日本図書館
協会，749p． 
俣野好治．2007.7b．“第１編 図書館概況’06 高等専門学校図書館”．図書館年鑑 2007．
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．東京，日本図書館協会，p.75-76． ＊ 
「高専図書館懇談会会報」編集事務局編．2007.9c．高専懇談会会報第 48 号．大和郡山（奈




















9jigyohokokusho2.pdf,  (参照 2017-09-24)． 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2008.7．図書館年鑑 2008．東京，日本図書館
協会，730p． 




















20jigyohokokusho2.pdf,  (参照 2017-09-24)． 
独立行政法人国立高等専門学校機構編．2009.6b．独立行政法人国立高等専門学校機構第
１期中期目標期間事業報告書（平成 16 年度～平成 20 年度）．独立行政法人国立高等専
門学校機構．82p，http://www.kosen-k.go.jp/information/mokuhyo_houkokusho_1ki.
pdf ， (参照 2017-09-24)． 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2009.7．図書館年鑑 2009．東京，日本図書館
協会，790p． 















21jigyohokokusho2.pdf,  (参照 2017-09-24)． 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2010.7．図書館年鑑 2010．東京，日本図書館
協会，714p． 






















H22jigyohokokusho2.pdf,  (参照 2017-09-24)． 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2011.7．図書館年鑑 2011．東京，日本図書館協
会，738p． 





































天野郁夫．2012.10．特集：高専の半世紀：高等専門学校の 50 年．IDE：現代の高等教育． 
no.544，p.9-16． ＊ 
長谷川淳．2012.10．特集：高専の半世紀：高専教育の特色と課題．IDE：現代の高等教
育． no.544，p.16-20． ＊ 
水谷惟恭．2012.10．特集：高専の半世紀：高専専攻科の誕生とその意義．IDE：現代の

































24jigyohokokusho2.pdf,  (参照 2017-09-24)． 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2013.7．図書館年鑑 2013．東京，日本図書館
協会，762p． 






















25jigyohokokusho2.pdf,  (参照 2017-09-24)． 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2014.8．図書館年鑑 2014．東京，日本図書館
協会，794p． 














26jigyohokokusho2.pdf,  (参照 2017-09-24)． 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2015.7．図書館年鑑 2015．東京，日本図書館
協会，511p． 




活動を振り返って． 図書館雑誌．vol.109，no.8，p.494-495． ＊ 
西澤一,吉岡貴芳,伊藤和晃．2015.8．生涯学習としての英語多読を支援する図書館の役割 : 
東海地方の公共図書館の取り組み．工学教育研究講演会講演論文集．no.63，p.580-581． 
NEC Corporation,2015-09-29,"導入事例：長岡技術科学大学様". NEC Corporation．ht
tps://jpn.nec.com/case/nagaokaut/index.html，（参照 2018-04-24）． ＊ 
茨城工業高等専門学校職員２名．2015.9．筆者による訪問調査．（2015 年９月 14 日（月）
の午後，１時間 50 分にわたって実施） 
長岡工業高等専門学校職員２名．2015.10．筆者による訪問調査．（2015 年 10 月 30 日（金）
の午後，２時間 10 分にわたって実施） 
小山工業高等専門学校職員２名．2015.11．筆者による訪問調査．（2015 年 11 月 27 日（金）



















27jigyohokokusho2.pdf,  (参照 2017-09-24)． 
日本図書館協会図書館年鑑編集委員会編．2016.7．図書館年鑑 2016．東京，日本図書館
協会，575p． 








学 40 周年記念誌．［長岡］，長岡技術科学大学，51p． ＊ 
長岡技術科学大学附属図書館職員４名．2016.9．筆者による訪問調査．（2016 年９月 29
日（木）の午前，２時間 30 分にわたって実施） ＊ 
独立行政法人国立高等専門学校機構本部職員２名．2016.9．筆者による訪問調査．（2016
年９月 30 日（金）の午前，２時間にわたって実施） ＊ 
福島工業高等専門学校職員３名．2016.11．筆者による訪問調査．（2016 年 11 月７日（月）
の午前，1 時間 30 分にわたって実施） 




日本図書館協会図書館調査事業委員会編．2017.1．日本の図書館 : 統計と名簿 2016．東京，
日本図書館協会，513p． 
豊田工業高等専門学校職員５名．2017.2．筆者による訪問調査．（2017 年２月２日（木）

































学大学附属図書館．http://lib.nagaokaut.ac.jp/，（参照 2018-04-24）． ＊ 
長岡技術科学大学附属図書館．2018-04-24c．"長岡技科大・高専統合図書館システム E-C
onanOPAC"．長岡技術科学大学附属図書館．https://libopac3-u.nagaokaut.ac.jp/opac/
opac_search/?kscode=000，（参照 2018-04-24）． ＊ 
矢野眞和,濱中義隆,浅野敬一．2018.4．高等教育発見：学歴社会から学習暦社会へ．東京，
岩波書店， xiii,233,15p.  ＊ 
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所．2018-05-20．“NII につ
いて 沿革”．大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所．https:/
























































創立 50 周年記念事業実行委員会編集専門委員会編．2012.10．旭川工業高等専門学校 50
年の歩み．旭川，旭川工業高等専門学校，93p． 
旭川工業高等専門学校創立 50 周年記念事業実行委員会編集専門委員会編．2012.10．旭川
























20 年誌．名取，宮城工業高等専門学校，5,380p．  
宮城工業高等専門学校編．2003.11．国立宮城工業高等専門学校創立 40 周年記念誌 : 2003/ 
宮城工業高等専門学校創立 40 周年記念誌編纂委員会編．名取，宮城工業高等専門学校， 
135p． 
［仙台高等専門学校］50 周年記念誌刊行実施部会編．2013.10．仙台高等専門学校
















































































東京工業高等専門学校編．2015.10．東京高専創立五十年誌 : ディジタル版へのご案内 : 






















富山商船高等専門学校 70 周年記念事業協賛会編．1976．富山商船高等専門学校 70 年史．









 [石川高専]四十年史編纂委員会編．2006.10．石川高専四十年史 : この十年の軌跡．津幡




























学校，xii, 402, 14p． 
長野高専 40 周年記念誌編集委員会編．2003.11．40 周年記念誌長野高専新時代への旅立































































創立 50 周年記念誌編纂委員会編．2014.11．和歌山工業高等専門学校創立 50 周年記念誌 : 




























津山工業高等専門学校 40 周年記念誌編集委員会編．2004.3．津山工業高等専門学校 40 周
年記念誌．津山，津山工業高等専門学校．171p． 









呉工業高等専門学校創立 50 周年記念誌編集委員会編．2015.3．感謝と挑戦 : 呉工業高等














宇部工業高等専門学校編．1992.12．宇部高専 30 年誌．宇部，宇部工業高等専門学校，176p． 
宇部高専 40 年誌編集委員会編．2002.12．宇部高専四十年誌．宇部，宇部工業高等専門学
校，285,11p． 



















高松高専二十年誌編集委員会編．1982.10．高松高専二十年誌 : 昭和 57 年．高松，高松
工業高等専門学校，4,254p．  
香川高専記念誌・記念品専門委員会編．2013.1．香川高等専門学校創基 70 周年・高等専







新居浜工業高等専門学校編集委員会編．1973.3．十年誌 : 昭和 47 年．新居浜，新居浜工
業高等専門学校，182p． 
新居浜工業高等専門学校「20 年のあゆみ」編纂委員会編．1982.10．新居浜工業高等専門
学校 20 年のあゆみ．新居浜，新居浜工業高等専門学校，40p． 
新居浜工業高等専門学校創立 40 周年記念誌編集委員会編．2003.8．創立 40 年誌: 2002．
新居浜，新居浜工業高等専門学校，372,7p． ＊ 



















 久留米高専二十年誌編集委員会編．1984.10．久留米高専二十年誌 : 旧制高等工業から高





「創基 75 周年・高専創立 50 周年記念誌」記念誌刊行部会編．[2015]．久留米工業高等専








































































































サレジオ工業高等専門学校 75 周年プロジェクト編．2010.12．学校法人育英学院創立 75










1961-1965 1966-1970 1971-1975 
新居浜，1962，40 東京，1965，25 1975，八代，10 
高松，1962，20 釧路，1966，20  
福島，1962，30 石川，1966，30  
宇部，1962，50 弓削，1967，20  
鈴鹿，1963，20 木更津，1969，20  
大分，1963，20   
有明，1963，10   
佐世保，1963，50   
神戸，1963，20   
富山，1963，20   
岐阜，1963，30   
高知，1963，20   
宮城，1963，10   
鶴岡，1963，20   
鹿児島，1963，20   
和歌山，1964，20（25）   
都城，1964，30   
豊田，1964，30   
呉，1964，10   
長野，1964，30   
苫小牧，1964，10   
福井，1965，20   
北九州，1965，50   















1966-1970 1971-1975 1976-1980 1981-1985 
群馬，1970，40 高松，1971，20 大島商船，1976，80 育英，1985，50 
久留米，1970，20 高知，1971，20 八代，1976，10   
鈴鹿，1970，20 佐世保，1971，50 木更津，1976，10   
新居浜，1970，10 福島，1971，20 北九州，1976，50   
函館，1970，50 長野，1971，30 徳山，1976，40   
  八戸，1971，10 広島商船，1976，100   
  宇部，1971，10     
  大分，1972，20     
  有明，1972，10    
  釧路，1972，10     
  富山，1972，20     
  豊田，1972，30     
  和歌山，1972，10     
  津山，1972，20     
  岐阜，1972，10     
  茨城，1972，10     
  鹿児島，1972，10     
  福井，1972，10     
  舞鶴，1972，20     
  弓削，1973，20     
  苫小牧，1973，10     
  都城，1973，30     
  宮城，1973，10     
  熊本電波，1973，50     
  石川，1973，30     
  米子，1973，10     
  一関，1974，50     
  富山商船，1974，70     
  東京，1974，25      
  呉，1975，20     










1966-1970 1976-1980 1981-1985 1986-1990 
津山，1967，20 舞鶴，1977，20 鈴鹿，1985，30 釧路，1986，30 
  弓削，1979，20 和歌山，1986，20（25） 宇部，1988，50 
     長野，1990，30 
     福井，1990，30 
     木更津，1990，30 
     鶴岡，1992，30， 
1991-1995 1996-2000 2001-2005 
  
八戸，1991，30 詫間，1996，70 宮城，2002，40 
米子，1992，30 鶴岡，1996，40 群馬，2002，50 
新居浜，1992，40 久留米，1996，40   
大分，1992，40 佐世保，1997，40   
有明，1993，30 都城，2000，50   
広島商船，1993，100     
釧路，1995，40     
北九州，1995，50     
 
別表４．土曜開館の開始（高専名，開始年，掲載年誌） 
1976-1980 1981-1985 1986-1990 1991-1995 1996-2000 
舞鶴，1978，20 津山，1983，20 宇部，1988，50 豊田，1992，30 詫間，1996，70 
弓削，1979，20   福井，1990，30 都城，1992，30 有明，1997，50 
     広島商船，1992，100 佐世保，1997，40 
     呉，1992，30 都城，2000，50 
     大分，1992，40   
     群馬，1992，50   
     有明，1992，30   
     長野，1992，30   
     新居浜，1992，40   
     釧路，1993，30   
         
         












石川，1977，50，電算化検討開始   
鈴鹿，1979，20，電算化準備   
1986-1990 1991-1995 
詫間，1987，70，蔵書検索端末導入 豊田，1991，30，ワークステーション導入 
都城，1987，30，J-BISC 導入 石川，1991，50，検索コーナー導入 
詫間電波，1989，70，図書館システム導入 石川，1992，30，図書検索完成 
呉，1987，30，NEC システム 3100 導入 石川，1993，30，LAN 接続 
呉，1988，30，図書館情報システム一部稼働開始 都城，1991，30，端末による蔵書検索 
福井，1988，30，図書館蔵書システムデモ公開 都城，1992，30，貸出・返却業務 







  群馬，1995，40，LAN 設置 
  福井，1992，30，蔵書検索システム 
  舞鶴，1994，40，図書館入退館管理システム 




  石川，1995，40，LAN による文献複写 
  佐世保，1995，40，LAN 端末機 
  鶴岡，1995，40，電算化着手 
  松江，1995，40，蔵書検索システム 
1996-2000 2001-2005 
















佐世保，1997，40，相互利用システム   
佐世保，1999，40，図書館管理システム導入   
福井，1998，30，蔵書検索用パソコン   
八代，1998，40，図書検索用端末   
八戸，1998，40，図書館管理システム導入   
長野，1999，40，図書館情報管理システム導入   
福井，1999，40，電子ジャーナル   
佐世保，2000，40，電子ジャーナル導入   
2006-2010 2011-2016 
鶴岡，2010，50，統合図書館システム導入 阿南，2011，40，図書館情報ネットワークシステム導入 
  群馬，2012，50，電子ジャーナル 
  佐世保，2012，50，統合図書館システム 
  木更津，2014，40，電子ジャーナルコンソーシアム 
 
別表６．一般開放の開始（高専名，開始年，掲載年誌） 
1986-1990 1991-1995 1996-2000 2001-2005 2006-2010 
詫間電波，1986，70 都城，1991，30 八代，1996，30 木更津，2001，40 明石，2006，50 
高松，1988，70 鹿児島，1991，30 久留米，1996，40 長野，2003，50   
弓削，1989，100 呉，1993，30 鶴岡，1996，40     
米子，1990，30 北九州，1993，50 釧路，1996，40     
  新居浜，1994，40 有明，1997，50     























新居浜，1992，40，NACSIS 接続 広島商船，1997，100，ILL／CAT 
呉，1993，30，オンライン情報検索 八代，1997，40，ILL 
  都城，1998，50，CAT／ILL 
  釧路，2000，40，CAT／ILL 
    
    
    
2001-2005 2006-2010 2011-2016 
釧路，2002，40，IR   木更津，2014，40，ILL 




2001-2005 2006-2010 2011-2016 
鈴鹿，2001，50 一関，2006，50 鶴岡，2012，50 
米子，2004，50     
和歌山，2005，50     
 
別表９．図書館の改築（高専名，完了年，掲載年誌） 
1986-1990 1991-1995 1996-2000 
北九州，1987，50 津山，1991，30 鈴鹿，2001，50 
2001-2005 2006-2010 2011-2016 
群馬，2003，50 有明，2008，50 釧路，2013，50 
  徳山，2008，40 八代，2013，40 
  都城，2008，50 津山，2013，50 
  宇部，2009，50 米子，2013（2014），50 
  大分，2009，50 久留米，2013，75 
  新居浜，2010，50 福井，2014，50 
































































































































































































































































・国立高等専門学校機構 学務課 図書館担当に関する統計資料はありますか。 
 
［今後の方向性・展望］ 
・高専図書館のサービスは，今後どのように展開するでしょうか。 
・高専図書館は，公共図書館や大学図書館と比較すると小規模な図書館ですが，高専図書
館の可能性と限界は何でしょうか。 
・高専図書館との関係で，現在，図書館担当が抱えている課題・問題点はありますか。 
・高専図書館との関係で，今後，図書館担当が提供できる新規のサービスはありますか。 
・高専図書館に対して，今後，図書館担当はどのような役割を担われますか。 
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付録５．質問紙調査の表書（高専図書館用） 
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付録６．質問紙調査票 
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